
【
問
】
岸
和
田
市
全
体
の
教
養

を
高
め
る
う
え
で
、
図
書
館
の

果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
、
図
書
館
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
方
向

を
め
ざ
す
の
か
と
い
っ
た
、
基

本
計
画
な
ど
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

【
答
】
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

開
館
以
来
、
現
在
の
６
館
体
制

に
至
る
ま
で
、
教
育
委
員
会
や

市
長
部
局
で
そ
の
都
度
協
議
・

検
討
し
、
運
営
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
厳

し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
と
も
リ
ン

ク
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

  

短
期
、
中
期
、
長
期
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
に
立
っ
た
計
画
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
中
学
校
で
来
年

度
か
ら
使
わ
れ
る
教
科
書
が
採

択
さ
れ
、
こ
の
う
ち
地
理
と
歴

史
は
東
京
書
籍
、
公
民
と
地
図

帳
は
帝
国
書
院
の
教
科
書
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

  

そ
の
教
科
書
に
決
ま
っ
た
経

緯
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

【
答
】
選
定
委
員
会
の
答
申
を

受
け
、
特
色
が
よ
り
多
く
、
気

に
な
る
点
が
よ
り
少
な
い
も
の

を
教
育
委
員
会
議
で
決
定
し
た
。

  

そ
の
際
、
写
真
や
わ
か
り
や

す
い
資
料
が
多
く
あ
る
こ
と
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
学
習

し
や
す
い
構
成
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
い
ず
れ
の
教
科
書
も
、
中

学
生
の
学
習
に
最
も
適
切
な
も

の
と
い
う
点
を
重
視
し
た
。

【
問
】
女
性
活
躍
推
進
法
は
、

女
性
に
対
す
る
採
用
、
昇
進
な

ど
の
機
会
の
積
極
的
な
提
供
及

び
そ
の
活
用
や
、
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
と
の
両
立
を
図
る
た

め
に
必
要
な
環
境
整
備
な
ど
を

基
本
原
則
と
し
て
い
る
。

  

本
市
と
し
て
も
速
や
か
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

【
答
】
法
が
め
ざ
す
基
本
原
則

に
つ
い
て
は
、
岸
和
田
市
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
の
中
で
規

定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
に
つ
い
て
の
計
画

策
定
や
状
況
把
握
と
分
析
に
つ

い
て
関
係
各
機
関
と
協
議
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
対
応
し
て
い
く
。

【
問
】
定
期
接
種
化
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
啓
発
と
、
任
意
接
種
で

あ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

【
答
】
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
健

康
だ
よ
り
や
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

対
象
年
齢
の
方
に
は
接
種
を
促

す
文
書
を
個
別
に
送
付
し
て
い

る
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
定
期
接
種
化
を
検
討
し

て
い
る
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
助
成
の
た
め
の
財
源
を

含
め
、
実
施
可
能
か
研
究
し
て

い
く
。

【
問
】
就
学
前
教
育
の
面
か
ら

見
て
、
公
民
の
保
育
所
が
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
お
い
た
体
制
、

ま
た
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を

構
築
で
き
る
よ
う
、
幼
稚
園
及

び
保
育
所
が
小
学
校
と
連
携
を

図
る
こ
と
は
有
効
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
答
】
本
市
の
公
立
幼
稚
園
の

ほ
と
ん
ど
が
小
学
校
に
隣
接
し

て
い
る
利
点
を
生
か
し
、
子
ど

も
た
ち
の
交
流
や
教
員
同
士
の

意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
保
育
所
と
小
学
校
の

連
携
や
交
流
は
、
十
分
と
は
言

え
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
で

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
学
校
や
保
護
者
、
地
域

の
関
係
団
体
、
警
察
な
ど
で
登

下
校
時
の
安
全
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
で
協
力
し
合
う
な
ど
、

組
織
的
な
活
動
で
、
学
校
周
辺

や
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

  

通
学
路
の
指
定
基
準
と
安
全

対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
通
学
路
は
、
交
通
量
や

交
通
安
全
施
設
の
整
備
状
況
、

川
や
崖
な
ど
の
危
険
箇
所
の
有

無
、
防
犯
面
な
ど
を
考
慮
し
、

指
定
し
て
い
る
。

  

安
全
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
と
も
に
登
校
指
導
を
定
期
的

に
実
施
し
た
り
、
教
職
員
に
よ

る
下
校
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

警
察
と
連
携
し
て
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。

【
問
】
財
政
状
況
が
ど
ん
な
に

厳
し
く
て
も
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

  

本
市
で
は
、
建
物
の
ほ
か
、

道
路
や
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
が
進
み
、
今
や
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。

  

本
市
が
試
算
し
た
建
物
の
維

持
管
理
費
は
年
間
15
億
円
で
、

こ
れ
に
個
人
的
に
試
算
し
た
年

間
50
億
円
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
費
を
加
え
る
と
、
年
間
65

億
円
が
必
要
と
な
る
。

  

一
方
、
近
年
本
市
が
発
注
し

て
い
る
公
共
施
設
の
維
持
管
理

に
要
す
る
工
事
費
は
20
億
円
で

あ
る
た
め
、
45
億
円
の
新
た
な

費
用
が
必
要
と
な
る
。

　
今
後
の
維
持
管
理
の
作
業
予

定
と
財
源
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
建
物
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
保
全
費
用
の
算
定
を
進
め
、

施
設
の
削
減
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
施
設

配
置
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

経
て
、
今
年
度
末
に
基
本
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

  
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
手
を
加
え
な
が
ら
長

寿
命
化
を
図
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
緊
急
度
の
高
い
も
の

か
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

  

一
方
、
財
源
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
な
ど
を
で
き
る
限
り
活

用
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を

推
し
進
め
、
確
保
し
て
い
く
。
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本
市
の
財

政
状
況
は
、

市
税
収
入
で

わ
ず
か
に
増

加
し
た
も
の

の
、
扶
助
費

や
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
は
依
然
高
い

割
合
を
占
め
て
お
り
、
財
政
の

硬
直
化
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

  

一
方
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
財
政
需
要
は
増
加
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
と

新
た
な
発
想
で
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。

  

こ
の
よ
う
な
な
か
、
市
民
病

院
の
産
科
再
開
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
年
齢
拡
大
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
、
新
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
の
基
本
設
計
と
実
施
設
計
、

丘
陵
地
区
の
整
備
な
ど
を
評
価

し
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

な
お
、
審
査
過
程
で
各
委
員

か
ら
、
次
の
よ
う
な
意
見
、
要

望
が
あ
っ
た
。

▽
人
員
の
配
置
に
は
、
正
規
職　

　

員
を
。

▽
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
墓
地
の
建

  

設
を
含
め
、
流
木
墓
苑
全
体　

　

の
整
備
を
。

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

  

計
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

  

始
め
と
す
る
滞
納
対
策
で
収

　

納
率
向
上
を
。

▽
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で

  

は
、
法
改
正
に
よ
る
新
総
合

　

事
業
に
傾
注
し
、 

円
滑
で
適

　

正
な
事
業
運
営
を
。

▽
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
で

  

は
、
経
営
意
識
を
持
つ
よ
う　

　

な
会
計
の
仕
組
み
の
検
討
を
。

▽
予
算
未
執
行
額
の
弾
力
的
運

  

用
を
。

▽
自
主
財
源
の
確
保
と
限
ら
れ  

  

た
財
源
の
有
効
活
用
を
。

▽
組
織
強
化
と
活
力
向
上
の
た

  

め
、
職
員
育
成
研
修
や
資
格 

　

取
得
支
援
の
積
極
的
な
実
施

　

を
。

▽
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
岸
和

  

田
実
現
の
た
め
、
積
極
的
な

  

施
策
展
開
を
。

▽
危
機
的
な
財
政
状
況
に
あ
る

　

こ
と
を
共
有
し
、
経
常
収
支

　

比
率
の
改
善
と
行
財
政
改
革

　

を
。

▽
不
納
欠
損
金
の
削
減
、
抑
制

  

と
収
納
率
向
上
に
向
け
、
積

  

極
的
な
取
り
組
み
を
。
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生
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の
将
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は

岡
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憲
二 

議
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体
で
　
就
学
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ら
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今
後
の
維
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議
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女
性
の
活
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は
　
喫
緊
の
課
題

松
本　

妙
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